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フ
ラ
ン
ス
の
ギ
ョ
ー
ム
・
デ
ュ
ピ
ュ
イ
ト
ラ
ン
男
爵

（
腰
８
口
の
巳
房
匡
ョ
①
口
呂
昌
言
命
頁
弓
司
～
扁
闘
）
は
、
近
代

外
科
学
の
発
達
に
大
き
な
貢
献
を
し
て
、
そ
の
名
は
医
学
史
上

燦
然
と
輝
い
て
い
る
。
彼
の
外
科
医
と
し
て
の
終
の
棲
家
と
な

る
、
パ
リ
の
オ
テ
ル
・
デ
ィ
ウ
の
中
庭
に
は
、
一
人
だ
け
立
像

が
あ
る
こ
と
を
見
て
も
、
如
何
に
当
時
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た

か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
文
豪
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
、
彼
を
モ
デ

ル
に
し
た
作
品
を
多
数
書
い
て
い
る
。
政
治
的
に
も
男
爵
を
一

八
二
一
年
に
授
け
ら
れ
て
い
る
。
黄
金
時
代
を
築
き
始
め
た
フ

ラ
ン
ス
医
学
の
中
で
、
外
科
医
と
理
髪
外
科
医
と
の
間
の
融
和

が
漸
く
み
ら
れ
、
内
科
学
の
下
に
見
ら
れ
て
い
た
、
外
科
学
の

地
位
が
向
上
し
、
さ
ら
に
彼
の
活
躍
で
大
き
な
地
歩
を
占
め
る

よ
う
に
な
っ
た
。
因
に
彼
の
生
涯
は
わ
が
国
で
い
え
ば
、
「
解
体

62

孤
高
の
外
科
医
ギ
ョ
ー
ム
・
デ
ュ
ピ
ュ
イ

ト
ラ
ン
男
爵
（
一
七
七
七
’
一
八
三
五
）

小
林
晶

福
岡
整
形
外
科
病
院

新
書
」
出
版
二
七
七
四
）
を
契
機
に
し
て
蘭
学
が
勃
興
し
、

適
塾
創
設
二
八
三
八
）
に
至
る
ま
で
の
期
間
に
相
当
す
る
。

彼
が
多
数
の
病
理
解
剖
の
基
礎
の
上
に
立
ち
、
手
術
の
巧
み

な
外
科
医
と
し
て
の
評
価
は
、
全
ョ
－
ロ
ッ
バ
に
拡
が
り
患
者

が
集
っ
た
。

彼
の
業
績
は
整
形
外
科
領
域
で
は
、
そ
の
名
を
冠
す
る
手
指

の
拘
縮
、
足
関
節
骨
折
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
世
界
で
最
初

に
下
顎
骨
切
除
を
行
っ
た
の
は
彼
で
あ
る
。
中
で
も
、
外
科
系

の
医
師
で
あ
れ
ば
誰
で
も
一
度
は
耳
に
す
る
、
「
デ
ュ
ピ
ュ
イ
ト

ラ
ン
拘
縮
」
が
最
も
重
要
で
あ
る
し
、
世
界
中
の
ど
の
医
学
辞

典
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
一
八
三
一
年
パ
リ
の
オ
テ

ル
・
デ
ィ
ウ
で
の
臨
床
講
義
で
、
こ
の
疾
患
の
病
因
か
ら
治
療

法
ま
で
を
詳
細
に
述
べ
た
。

し
か
し
、
こ
の
疾
患
の
存
在
を
記
載
し
た
の
は
、
デ
ュ
ピ
ュ

イ
ト
ラ
ン
が
最
初
で
は
な
い
。
ベ
ル
ン
の
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
プ

ラ
ッ
タ
ー
（
一
五
三
六
’
一
六
一
四
）
は
、
既
に
一
六
一
四
年

に
こ
の
疾
患
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
後
イ
ギ
リ
ス
、
セ
ン
ト
・

ト
ー
マ
ス
病
院
の
ヘ
ン
リ
ー
・
ク
ラ
ィ
ン
ニ
七
五
九
Ｉ
一
八

二
六
）
は
、
偶
然
に
も
デ
ュ
ピ
ュ
イ
ト
ラ
ン
の
生
ま
れ
た
一
七
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七
七
年
に
二
例
の
解
剖
例
を
発
表
し
て
い
る
。
し
か
も
、
一
例

に
は
手
掌
腱
膜
の
肥
厚
を
認
め
、
こ
の
切
離
に
よ
っ
て
屈
曲
し

た
指
の
伸
展
に
成
功
し
て
い
る
。
ま
た
、
や
は
り
イ
ギ
リ
ス
の

ア
ス
ト
レ
ー
・
ク
ー
パ
ー
ニ
七
六
八
’
一
八
四
二
も
、
一

八
二
二
年
に
出
版
し
た
著
書
に
、
手
指
の
み
な
ら
ず
足
趾
に
も

こ
こ
の
疾
患
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
し
、
腱
鞘
、
手
掌
腱
膜
へ

の
慢
性
刺
激
が
原
因
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
ク
ー
パ

ー
は
有
名
な
外
科
医
で
、
大
部
分
の
人
は
こ
の
文
献
を
読
ん
で

い
た
と
考
え
ら
れ
る
し
、
フ
ラ
ン
ス
で
も
知
ら
れ
て
い
た
。
デ

ュ
ピ
ュ
イ
ト
ラ
ン
は
一
八
三
一
年
に
は
訪
英
し
て
ク
ー
パ
ー
に

会
っ
て
い
る
が
、
こ
の
疾
患
の
話
は
し
て
い
な
い
。

今
日
、
デ
ュ
ピ
ュ
ィ
ト
ラ
ン
一
人
の
名
前
が
こ
の
疾
患
に
残

る
こ
と
に
な
り
、
世
界
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
勿
論
、

彼
が
当
時
と
し
て
は
多
く
の
症
例
を
持
ち
、
考
察
が
鋭
く
、
現

在
で
も
通
用
す
る
詳
細
を
き
わ
め
た
記
録
を
残
し
た
こ
と
へ
の

オ
マ
ー
ジ
ュ
が
あ
る
の
は
確
か
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
医
学
の

勢
い
と
、
医
学
雑
誌
が
バ
リ
で
は
週
刊
三
誌
、
月
刊
二
誌
と
多

数
出
版
さ
れ
、
他
国
の
追
従
を
許
さ
な
か
っ
た
点
が
あ
る
。
そ

れ
に
も
増
し
て
、
大
き
い
の
は
彼
の
性
格
に
あ
っ
た
と
考
え
た

い
○

ほ
と
ん
ど
の
伝
記
、
伝
承
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
彼
の
強
い
攻

撃
的
な
性
格
と
、
多
く
の
人
達
と
の
確
執
を
述
べ
て
い
る
。
常

に
権
力
者
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
優
位
を
得
ね
ば
承
知
せ
ず
、

自
尊
心
の
強
さ
と
反
発
を
考
え
る
と
き
、
彼
を
他
人
と
同
格
に

評
価
す
る
こ
と
な
ど
は
、
お
く
び
に
も
出
せ
な
か
っ
た
と
い
う
。

院
内
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
に
固
執
す
る
反
面
、
前
任
教
授
ベ
ル
タ
ン

の
手
術
の
批
判
は
面
と
向
か
っ
て
し
た
し
、
英
国
の
プ
ラ
イ
オ

リ
テ
ィ
を
主
張
す
る
リ
ス
フ
ラ
ン
と
の
確
執
は
有
名
で
あ
っ
た
。

ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
の
軍
医
長
で
あ
っ
た
、
ベ
ル
シ
は
「
デ
ュ
ピ
ュ

ィ
ト
ラ
ン
は
外
科
医
と
し
て
は
最
高
で
あ
っ
た
が
、
人
間
と
し

て
は
最
低
で
あ
っ
た
」
と
酷
評
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
近
代

教
科
書
に
も
外
科
医
、
教
師
と
し
て
は
知
ら
れ
て
も
、
個
人
的

に
は
ほ
と
ん
ど
の
人
か
ら
嫌
わ
れ
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
ｃ
教

科
書
に
ま
で
悪
評
の
記
述
が
あ
る
事
実
は
、
彼
が
力
を
盗
意
的

に
駆
使
し
、
冠
名
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
は
な
い
か
と

想
像
さ
れ
る
。


